
教育研究評議会（２５－第２回）議事要旨 

 

日 時 平成２５年５月２２日（水） １５時００分～１６時５０分 

場 所 講堂会議室 

出席者 髙橋学長 始め２４名 

議 長 髙橋学長 

 

議 事  

議題１ 平成２４年度業務実績報告書について（審議） 

木下理事から、議題１資料に基づき、平成２４年度業務実績報告書について説明があ

り、報告書原案の内容について意見がある場合は、５月３１日（金）までに企画広報課

へ連絡することとした。 

 

議題２ 平成２５年度年度計画の実施について（審議） 

木下理事から、議題２資料に基づき、平成２５年度年度計画の実施について説明があ

り、審議の結果、承認された。 

 

議題３ 大学基金事業報告等について（報告）  

  木下理事から、議題３資料に基づき、平成２４年度大学基金事業報告及び平成２５年

度大学基金事業計画について報告があった。 

 

議題４ 平成２５年度博士課程リーディングプログラムへの申請について（報告）  

議長から、本件については、大学の今後の運営上、全学的な認識を要する申請内容で

あると考えられるため、本会議に報告するものである旨説明があった。 

続いて増田理事から、議題４資料に基づき、平成２５年度博士課程リーディングプロ

グラムへの申請について報告があった。 

 

 議題５ 研究大学強化促進事業について（報告） 

   議長から、本件については、文部科学省側がヒアリング対象を決め、申請させるとい

うスキームの事業であり、既に文部科学省から本学にヒアリング対象とする旨連絡があ

ったこと及び助成対象大学は２１大学である旨説明があった。 

   続いて増田理事から、議題５資料に基づき、研究大学強化促進事業の概要について報

告があった。 

 

 議題６ 教員の辞職について（報告）    

議長から、議題６資料に基づき、本学を辞職する教員１名について報告があった。 

 



 議題７ その他 

 （１）平成２５年度地（知）の拠点整備事業への申請について（報告） 

増田理事から、議題７－１資料に基づき、平成２５年度地（知）の拠点整備事業への

申請について報告があった。 

 

 （２）工学部長会議における学部・大学院一貫教育の議論等について（報告） 

鵜飼副学長から、５月１６日・１７日に開催された第６３回国立大学工学部長会議・

総会において学部・大学院一貫教育に関する本学の基本的な考え方を示したところ、出

席者から制度上の問題点等について質問が出るなど、興味を持つ大学が多数あったこと、

また、文部科学省からも、本学がモデルケースとして先陣を切って進めてほしいとのコ

メントがあった旨の報告があった。 

 

（３）ミッション再定義について（報告） 

   議長から、議題７－３資料に基づき、ミッション再定義の経過について説明があり、

平成２５年６月４日に臨時の教育研究評議会を開催し素案を策定し、その案を平成２５

年６月６日文部科学省に提出する旨報告があった。 

 

 （４）最近の本学の取組等について（報告）    

議長から、議題７－２資料に基づき、最近の本学の取り組みについて報告があった。 

 

追加議題 技術部の在り方について（審議） 

  中村技術部長から、追加議題資料に基づき、平成２５年度中に技術部の組織再編を行

い、２年後までには技術職員居室の集約化を進め、技術支援体制の強化及び技術職員の

スキルアップを図りたい旨説明があり、審議の結果、承認された。 

 

配付資料 

１ 平成２４年度事業年度に係る業務の実績報告書（案） 

２ 平成２５年度年度計画概要及び平成２５年度年度計画 

３ 大学基金事業報告書（平成２４年度報告及び平成２５年度計画書） 

４ 博士課程教育リーディングプログラム提案書 

５ 研究強化促進事業の概要等 

６ 資料なし 

７（１）地（知）の拠点整備事業の概要等 

 （２）資料なし 

 （３）ミッション再定義の経過について 

 （４）本学の行事一覧 

追加 技術部の現状と今後の組織再編について 


